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技術の概要

時系列データからの知識獲得とその評価法

• リハビリテーションを必要とする患者、工場での作業者、空間移動する手術用ロボットの先端など、
物体移動の時系列データから、特異値分解と深層推論を用いて、その物体の動きをクラス別に可
視化して分類しその動きをスキルとして獲得する

• 例えば、工場の作業者に装着された加速度センサーから行動パターンの3次元空間系列データを
測定し作業者の熟練度合いを（上級～中級～初級）のクラスに判別する。また、その作業者の動き
のクセを抽出し技術向上の方向性を決める

• リハビリテーションの動作解析、可視化による患者への達成度フィードバック
• 移動する物体の動作解析への活用も可能
• 熟練作業者と初級作業者の動き区別等の技能レベルの可視化
• 作業技能別スキルの獲得

• 特異値分解と深層推論によって移動物体の時系列データから特徴を抽出する
• 動きのレベルをクラスに分類し、その程度を可視化できる
• 動きのクセやスキルを可視化できる
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